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別記様式１ 

年度モニタリング 

（平成 29 年度） 

 

施設名称 
佐倉市立臼井老幼の館 

臼井老幼の館学童保育所外５学童保育所 

施設概要 

児童センター 

（１）名 称 佐倉市立臼井老幼の館 

（２）所在地 〒285-0038 佐倉市王子台 6 丁目 25 番 1 号 

（３）施設構造 鉄骨造、地上１階建 

（４）敷地面積 2,563 ㎡ 

（５）延床面積 322 ㎡ 

（６）建築年月 昭和 60 年３月 

（７）開設年月 昭和 60 年５月 

（８）施設内容 事務室、遊戯室、図書室、和室（学童保育室と兼用） 

（９）基盤設備 

電気：東京電力、ミツウロコ 水道：佐倉市水道事業、下水：佐倉市下水道、 

ガス：都市ガス（13Ａ）、電話：NTT 東日本、その他：ケーブルテレビ 

 

各学童 

臼井老幼の館学童保育所 

（１）名 称 佐倉市立臼井老幼の館学童保育所 

（２）所在地 〒285-0837 佐倉市王子台 6 丁目 25 番１号（臼井老幼の館内） 

（３）施設構造 鉄骨造、地上１階建 

（４）敷地面積 2,563 ㎡（臼井老幼の館） 

（５）延床面積 322 ㎡（学童保育部分 37 ㎡） 

（６）建築年月 昭和 60 年３月 

（７）開設年月 昭和 60 年５月 

（８）施設内容 和室（学童保育室と兼用） 

（９）基盤設備 

電気：東京電力、ミツウロコ 水道：佐倉市水道事業、下水：佐倉市下水道、 

ガス：都市ガス（13Ａ）、電話：NTT 東日本、その他：ケーブルテレビ 

（10）定員：35 名 

（11）対象学年 １年生～４年生 

 

千代田学童保育所 

（１）名 称 佐倉市立千代田学童保育所 

（２）所在地 〒285-0834 佐倉市吉見 553 番地（千代田小学校内） 

（３）施設構造 鉄骨造、地上２階建 
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（４）敷地面積 32,981 ㎡ 

（５）延床面積 503 ㎡（学童保育部分 134 ㎡） 

（６）建築年月 平成６年３月 

（７）開設年月 平成 20 年 10 月 

（８）施設内容 学童保育室（２部屋） 

（９）基盤設備 

電気：東京電力、水道：佐倉市水道事業、下水：佐倉市下水道、ガス：液化天 

然ガス、電話：NTT 東日本、その他：ケーブルテレビ 

（10）定員：65 名 

（11）対象学年 １年生～６年生 

 

印南学童保育所 

（１）名 称 佐倉市立印南学童保育所 

（２）所在地 〒285-0822 佐倉市印南 223 番地１（印南小学校内） 

（３）施設構造 木造、地上２階建 

（４）敷地面積 20,718 ㎡ 

（５）延床面積 1,073 ㎡（学童保育部分 174 ㎡） 

（６）建築年月 昭和 56 年３月 

（７）開設年月 平成 15 年 12 月 

（８）施設内容 学童保育室（２部屋） 

（９）基盤設備 

電気：東京電力、水道：佐倉市水道事業、下水：佐倉市下水道、ガス：液化天 

然ガス、電話：NTT 東日本、その他：ケーブルテレビ 

（10）定員：70 名 

（11）対象学年 １年生～６年生 

 

王子台学童保育所 

（１）名 称 佐倉市立王子台学童保育所 

（２）所在地 〒285-0837 佐倉市王子台５丁目 19 番（王子台小学校内） 

（３）施設構造 鉄筋コンクリート造、地上３階建 

（４）敷地面積 20,011 ㎡ 

（５）延床面積 1,700 ㎡（学童保育部分 65 ㎡） 

（６）建築年月 昭和 59 年３月 

（７）開設年月 平成 24 年 10 月 

（８）施設内容 学童保育室（１部屋） 

（９）基盤設備 

電気：東京電力、水道：佐倉市水道事業、下水：佐倉市下水道、ガス：液化天 

然ガス、電話：NTT 東日本、その他：ケーブルテレビ 

（10）定員：30 名 
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（11）対象学年 １年生～２年生 

 

間野台学童保育所 

（１）名 称 佐倉市立間野台学童保育所 

（２）所在地 〒285-0837 佐倉市王子台２丁目１８（間野台小学校内） 

（３）施設構造 木造、地上２階建 

（４）敷地面積 7,825 ㎡ 

（５）延床面積 19,748.91 ㎡ 

（６）建築年月 平成 29 年 4 月 

（７）開設年月 平成 29 年 4 月 1 日 

（８）施設内容 学童保育室（２部屋） 

（９）基盤設備 

電気：東京電力、水道：佐倉市水道事業、下水：佐倉市下水道、電話：NTT 東日本、 

その他：ケーブルテレビ 

（10）定員：60 名 

（11）対象学年 １年生～６年生 

 

染井野学童保育所 

（１）名 称 佐倉市立染井野学童保育所 

（２）所在地 〒285-0831 佐倉市染井野１丁目１９（染井野小学校内） 

（３）施設構造 軽量鉄骨造、地上２階建て 

（４）敷地面積 26,420.00 ㎡ 

（５）延床面積 4,406.18 ㎡（学童保育部分 90.80 ㎡） 

（６）建築年月 平成 29 年 4 月 

（７）開設年月 平成 29 年 4 月 1日 

（８）施設内容 学童保育室（１部屋） 

（９）基盤設備 

電気：東京電力、水道：佐倉市水道事業、下水：佐倉市下水道、ガス：液化天 

然ガス、電話：NTT 東日本、その他：ケーブルテレビ 

（10）定員：45 名 

（11）対象学年 １年生～６年生 

施設の 

設置目的 

児童センターは、児童福祉法に規定された児童厚生施設であり、地域の児童に健

全な遊びを与え、その健康を増進し、情操を豊かにすることを目的として設置され

た施設である。 

学童保育所は、保護者が就労等により昼間家庭にいない児童に、授業の終了した

放課後及び長期休業その他学校休業日、土曜日等において、家庭に代わる生活の場

を提供し、適切な遊びや指導を通して、児童の健全育成を図るとともに、子育てと

仕事の両立を支援することを目的とする。 

指定管理者 シダックス大新東ヒューマンサービス株式会社 
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指定期間 平成 26 年 4月 1日～平成 31 年 3月 31 日 

委託料 ２８３，９０２，０００円（平成 29 年度支払額 ６６，５３０，４００円） 

市所管課 健康こども部子育て支援課 

第三者 佐倉市立臼井老幼の館運営委員会 
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①業務点検 

 

評 価 説 明 

Ｓ（優良） 適格に実施され、特に優れた成果が認められる。 

Ａ（適格） 適格に実施されている。 

Ｂ（概ね適格） 適格に実施されているが、改善の余地がある。 

Ｃ（要改善） 適格に実施されておらず、ただちに改善する必要がある。 

－（該当なし） 該当する事例がない。または、評価することができない。 

 

区 分 評価項目 
評価欄 

指 市 

Ⅰ 業務に関する基準 

１ 基本事項 

開所時間 開所時間が厳守され、速やかに業務が開始されているか。 Ａ Ａ 

管理範囲 管理範囲が厳守され、利用者を妨げることはないか。 Ａ Ａ 

利用制限 正当な理由なく利用者の利用を制限していないか。 Ａ Ａ 

適正利用 利用・減免等の手続は規定にのっとって正規に行われているか。 Ａ Ａ 

利用料金 利用料金の減免の基準、範囲・件数は適正か。 Ａ Ａ 

法令遵守 関連規定を理解し、法令遵守が確保されているか。 Ａ Ａ 

２ 維持管理業務に関する基準 

清 掃 

屋内・屋外ともに美観が維持されているか。 Ｓ Ａ 

清掃は利用者の妨げにならない時間帯に行っているか。 Ａ Ａ 

定期清掃は規定の回数・基準を達成しているか。 Ａ Ａ 

廃棄物処

理 

適正な方法（分別等）と頻度により廃棄されているか。 Ａ Ａ 

廃棄物の減量に努めているか。 Ａ Ａ 

環境衛生 
必要な検査等は規定の回数・基準を達成しているか。 Ａ Ａ 

快適に利用できる環境となっているか。 Ａ Ａ 

公共料金支

払 
公共料金は滞りなく支払われているか。 Ａ Ａ 

景観維持 屋外の景観が維持されているか。 Ａ Ａ 

備品管理 
備品管理台帳が整備され、適切に記録されているか。 Ａ Ａ 

利用に支障をきたす状態のまま放置されていないか。 Ａ Ａ 

修 繕 

適切に修繕を行うとともに、市への報告を行っているか。 Ａ Ａ 

利用に支障をきたす状態のまま放置されていないか。 Ａ Ａ 

消耗品の補充・管理は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

警 備 
入退者管理、施錠管理、巡視等は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

夜間・休所日警備に支障はないか。 Ａ Ａ 

保守点検 法定点検その他定期点検を遅延なく確実に実施しているか。 Ａ Ａ 
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点検によって発見された不具合の報告を適切に行っているか。 Ａ Ａ 

安全点検 
施設内・施設外に危険箇所はないか。 Ａ Ａ 

避難経路や消防設備の付近に障害物はないか。 Ａ Ａ 

駐車場 
設備の損傷や危険物、違法駐車はないか。 Ａ Ａ 

事故・盗難等の発生について市への報告を怠っていないか。 － － 

３ 施設運営業務に関する基準 

利用手続 使用許可や利用料金徴収の手続きは適正に行われ、迅速かつ円滑か。 Ａ Ａ 

利用料金 

徴収 

出納簿等は整備されているか。 Ａ Ａ 

現金は必要最小限とし、盗難・紛失等のないよう管理されているか。 Ａ Ａ 

利用料金の額、支払方法、減免基準等について、周知は十分か。 Ａ Ａ 

物品販売

等許可 

物品販売、寄付の募集、広告物の掲示・配布等の許可が適切に行われ、

利用者の妨げとなっていないか。 
Ａ Ａ 

記録業務 
日報や各種記録（文書・画像・音声・映像等）を行い、整理している

か。 
Ａ Ａ 

広報活動 

利用者への掲示物・案内等はわかりやすく用意されているか。 Ａ Ａ 

各種広報活動により利用者への周知が図られているか。 Ａ Ａ 

パンフレット・チラシ等の在庫切れはないか。 Ａ Ａ 

Web サイトは利用しやすく、適宜更新されているか。 Ａ Ａ 

意見等 

受付 

意見・要望・苦情等の受付手段及び機会は適切か。 Ａ Ａ 

受け付けた意見・要望・苦情等を記録し、改善に努めているか。 Ａ Ａ 

相談業務 
相談内容及び個人情報の保護は徹底されているか。 Ａ Ａ 

相談事業の利用方法について周知は十分か。 Ａ Ａ 

企画事業 

事前に計画書を文書で市に提出し、承諾を得た上で実施し、実施後適

切に報告を行っているか。 
Ａ Ａ 

企画事業の内容、実施回数、参加費の額は適切か。 Ａ Ａ 

留意事項 
拾得物台帳を作成し、拾得物を所轄の警察署に届けているか。 Ａ Ａ 

管理運営の実施等に関する市の調査に協力しているか。 Ａ Ａ 

【児童センター】 

日常業務 

遊ぶ際に守るべき事項が、利用者に理解できるように周知されている

か。 
Ａ Ａ 

乳幼児と保護者が日常的に利用しやすく、保護者同士が交流する機会

が設けられているか。 
Ａ Ａ 

異なる学校や年齢の児童が交流できる場となっているか。 Ａ Ａ 

中高生が利用しやすい場となっているか。 Ａ Ａ 
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【学童保育所】 

利用手続 使用許可や利用料金徴収の手続きは適正に行われているか。 Ａ Ａ 

統括施設 
統括施設（児童センター）から各学童保育所へのフォロー体制は整備 

されているか。 
Ｓ Ｓ 

日常事業 

学童での１日の過ごし方は望ましい内容か。 Ａ Ａ 

保護者への対応、コミュニケーションはとれているか。 Ａ Ａ 

学校との連絡体制は適切にとられているか。 Ｓ Ｓ 

４ 経理事項に関する基準 

財務処理 財務事務処理規程が定められ、遵守されているか。 Ａ Ａ 

区分会計 区分会計により独立した帳簿及び預金口座で管理しているか。 Ａ Ａ 

帳簿管理 帳簿書類等は適切に保存されているか。 Ａ Ａ 

５ 独自事業に関する基準 

事業計画 独自事業の実施にあたり、事前に計画書を市へ提出しているか。 Ａ Ａ 

６ 目的外業務に関する基準 

行政財産 

使用許可 

目的外業務（公衆電話設置等）の実施にあたり、行政財産使用許可申

請を行っているか。 
Ａ Ａ 

目的外業務の実施による利用者への妨げはないか。 Ａ Ａ 

Ⅱ 運営体制・組織に関する基準 

１ 基本事項 

労務責任 

業務従事者の労務に関し法令が遵守され、責任ある体制となっている

か。 
Ａ Ａ 

業務従事者から労務に関する苦情等は出ていないか。 Ａ Ａ 

労働時間の管理は適切になされているか。 Ａ Ａ 

資格・免許 必要資格及び免許等が取得されているか。 Ａ Ａ 

許認可等 必要な許認可及び届出等が行われているか。 Ａ Ａ 

２ 実施体制に関する基準 

人員配置 業務主任担当者及びスタッフの人員配置は適切か。 Ａ Ａ 

研修等 必要な訓練・教育・研修等が計画的に実施されているか。 Ａ Ａ 

連絡体制 指定管理者の団体本部との連絡体制は整備されているか。 Ａ Ａ 

接 遇 

職員（スタッフ）は名札及び清潔な服装を着用しているか。 Ａ Ａ 

職員（スタッフ）のあいさつが徹底され、親切・丁寧な対応がなされ

ているか。 
Ａ Ａ 

３ 一部業務委託（再委託）に関する基準 

委託範囲 再委託の範囲及び委託先の選定は適切か。 Ａ Ａ 

報 告 再委託の計画及び契約書等について市へ提出しているか。 Ａ Ａ 

履行確認 再委託業務の履行確認は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

４ 運営協力体制に関する基準 

協力体制 関係機関、団体、住民等と十分な連携が図られているか。 Ａ Ａ 
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５ 安全管理・危機管理に関する基準 

平常時 保守点検、巡視等は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

体制整備 
危機管理計画及び危機管理マニュアル等は整備されているか。 Ａ Ａ 

非常時の連絡体制は確立されているか。 Ａ Ａ 

事故災害対

応 
事故・災害等発生時は市へ直ちに報告され、適切に対処したか。 Ａ Ａ 

損害賠償 第三者への損害賠償は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

保険加入 必要な保険に加入し、その範囲は適正か。 Ａ Ａ 

６ 個人情報保護・情報公開・情報管理に関する基準 

守秘義務 業務上知り得た秘密を他人に漏らしていないか。 Ａ Ａ 

個人情報保

護 
個人情報保護条例に基づき、適切に処理されているか。 Ａ Ａ 

情報公開 
情報公開条例に基づき、適切に処理されているか。 － － 

総合的かつ積極的な情報公開の推進が図られているか。 Ａ Ａ 

情報管理 
情報管理計画及び情報管理マニュアル等は整備されているか。 Ａ Ａ 

情報セキュリティ（コンピュータウィルス対策等）は万全か。 Ａ Ａ 

７ 事業計画及び事業報告に関する基準 

書類提出 
事業計画及び事業報告は規定どおりに提出されているか。 Ａ Ａ 

事業計画及び事業報告の内容に虚偽及び重大な誤りはないか。 Ａ Ａ 

８ 連絡調整に関する基準 

連絡会議 市との連絡会議を適宜行い、十分な調整は図られているか。 Ａ Ａ 

 

 

［意見記述欄］業務点検 

指定管理者 

 施設の美観については、前年から継続して環境美化に努めました。 

 施設長を中心に臼井老幼の館と各学童保育所との連携を図るよう努め、また各学校と

の連携をとり協力して学童保育所の運営にあたることができました。 

市 

 施設の美観については、屋外・屋内とも良好に維持されており、温かみのある環境を

児童に提供していただいております。 

 統括施設が率先し、普段から学校と良好な関係を築かれています。年度の後半で統括

施設の施設長が交代しましたが、大きな影響もなく良好な管理運営が出来ています。引

き続き協力して児童の健全育成を行っていただきますようお願いいたします。 
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②利用状況等分析 

 

学  童 
前年度 

実績値 

今年度 

計画値 

今年度 

実績値 

対前年度比 

（％） 

対計画値比 

（％） 

利用料金収入（円） 14,341,000 18,411,500 20,683,250 144.2 112.3 

減免申請者数/月 46 60 67 145.7 111.7 

登録児童数/月 190 240 261 137.4 108.8 

臼井老幼の館 67 35 45 67.2 128.6 

王子台 31 20 19 61.3 95.0 

千代田 42 45 55 131.0 122.2 

印南 50 45 41 82.0 91.1 

間野台 0 60 67 － 111.7 

染井野 0 35 34 － 97.1 

 

 

［意見記述欄］利用状況等分析 

指定管理者 

児童センターでは、年齢毎の親子教室を登録制から自由参加としたことと、年に一度

の老幼まつりが荒天であったために利用者数が大幅に減ってしまった。 

 学童利用者については、今年度より間野台学童保育所・染井野学童保育所が新設とな

り、定員を超えていた臼井老幼の館の利用者が間野台学童保育所を利用することで、課

題であった定員超過が解消された。 

市 

 児童センターは延べ利用者数が概ね 2,300 人程度減となっております。 

荒天による老幼祭りの参加数減も一因ですが、通常事業においても利用数が減少傾向

とも考えられます。利用者ニーズを汲み取ったイベントを開催することで、計画値の達

成を目指してください。 

 学童利用については、間野台学童、染井野学童の新規開設(2 箇所で 105 人の定員増)

に合わせ、配置人員確保の等大変なところを良く対応していただきました。 

児童センター 
前年度 

実績値 

今年度 

計画値 

今年度 

実績値 

対前年度比 

（％） 

対計画値比 

（％） 

延べ利用者数（人） 18,995 20,894 16,660 87.7 79.7 
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前年度の課題だった臼井老幼の館の過密状況もある程度解消されました。 

 新設の間野台学童については、整備時の想定と異なり低学年のみの受入しかできない

状況ですが、児童数が急激に増えたわけでもなく、利用増が発生しているため、今後継

続して状況の確認をしていく必要があります。 
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③経営分析 

 

経営分析指標 

（児童センター） 

前年度 

実績値 

今年度 

計画値 

今年度 

実績値 

対前年度比 

（％） 

対計画値比 

（％） 

収入（円） 25,067,900 25,093,800 25,060,120 100.0 99.9 

支出（円） 24,651,994 25,093,800 24,453,615 99.2 97.4 

収支（円） 

〈収入－支出〉 
415,906 0 606,505 145.8 － 

人件費比率（％） 

〈人件費／支出〉 
81.6 81.6 84.0  - - 

利用者当たり管理コスト（円） 

（支出／述べ利用者数） 
1,297 1,201 1,467 113.1 122.2 

利用者当たり市負担コスト（円）

（委託料／述べ利用者数） 
1,317 1,197 1,501 114.0 125.4 

 

 

経営分析指標 

（学 童） 

前年度 

実績値 

今年度 

計画値 

今年度 

実績値 

対前年度比 

（％） 

対計画値比 

（％） 

収入（円） 41,239,950 61,936,230 64,186,465 155.6 103.6 

支出（円） 39,380,802 60,250,017 52,446,249 133.2 87.0 

収支（円） 

〈収入－支出〉 
1,859,148 1,686,213 11,740,216 631.5 696.2 

利用料金比率（％） 

〈利用料金収入／収入〉 
34.8 29.7% 32.2% - - 

人件費比率（％） 

〈人件費／支出〉 
91.7 89.6% 90.3% - - 

利用者当たり管理コスト（円） 

（支出／平均登録数(月)） 
207,267 251,041 200,943 96.9 80.0 

利用者当たり市負担コスト（円） 

（委託料／平均登録数(月)） 
132,955 172,965 159,048 119.6 92.0 
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経営分析指標 

（全 体） 

前年度 

実績値 

今年度 

計画値 

今年度 

実績値 

対前年度比 

（％） 

対計画値比 

（％） 

収入（円） 66,307,850 87,030,030 89,246,585 134.6 102.6 

支出（円） 64,032,796 85,343,817 76,899,864 120.1 90.1 

収支（円） 

〈収入－支出〉 
2,275,054 1,686,213 12,346,721 542.7 732.2 

 

 

［意見記述欄］経営分析 

指定管理者 

支出では、新設の 2学童のオープンに伴う備品購入・人件費の増加を計画していたが、

加配対応等の必要もなく、計画よりも大幅に削減する事ができた。また、本部経費を計

上していないこともあり、学童についての収支が大きくなっている。翌年度には更なる

施設の充実に向けて大型備品の入れ替えを検討しています。 

市 

児童センターについては、前年度と比較し収支の状況は変化が少なく、全体の利用者

数が減っているため、利用者数あたりの管理コスト等は増えています。 

学童については、新規の 2施設の開設により、収入は増加していますが、支出面では

収入より伸びが少ないため、収入は大きく増えています。収益が大きく出ている場合は、

次年度の施設整備等、利用者への還元を検討してください。 

また、利用者だけでなく支援員への研修機会の増加を検討するなど、引き続き質の向

上についても努めて下さい。 
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④業務実施状況確認 

 

【児童センター単年度計画】 

事業計画・目標 実施状況・効果 

開所日の変更 

前年度より、学童の長期休暇中を除いた毎月第

３月曜日の開所を行い、利用者の拡大を図りまし

たが、周知が不十分であったため、今年度は周知

を徹底し来館を増やせました。 

来館者数１０％増 

昨年度までは、順調に利用者数を増やせてきま

したが、事業の見直しや大型イベントの天候不良

により来館者数が大幅に減少しました。 

５Ｓ活動の推進 

【整理】【整頓】【清掃】【清潔】【 躾 】を職員

に徹底させるとともに、利用者にもお願いをする

ことで習慣化し、施設を快適に利用できるように

努めました。古い遊具等の入替も実施しました。 

 

【児童センター中・長期計画】 

事業計画・目標 実施状況・効果 

施設の維持管理 
事務用品・消耗品等についてはグリーン購入法

適合商品の利用を推進しております。 

健全な遊びと体力の増進 

計画的に古くなった遊具の入替、交換。新しい

遊具の購入を行い、利用者が積極的に利用したく

なる施設運営を行っております。 

一般向けに体力増進の太極拳等の教室・サーク

ル活動を始め、地域の方に多く来館いただきまし

た。 

 

【学童単年度計画】 

事業計画・目標 実施状況・効果 

新設学童の開設 

新たに２学童が新設され、利用者も多くなると

ともに、職員数も大幅に増員となった。施設の充

実と職員の充実の両面で問題なく運営を実施する

ことができた。 

備品管理計画＜備品購入等＞ 

老朽化していた学習机の入替を順次行い、各学

童の業務主任を通じ、各学童に必要な備品・消耗

品に不足がないよう購入しております。 

事務用品・消耗品等についてはグリーン購入法

適合商品の利用を推進しております。 
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５Ｓ活動の推進 

【整理】【整頓】【清掃】【清潔】【 躾 】を職員

に徹底させるとともに、学童にも習慣化すること

で学童保育所を快適に利用できるように努めまし

た。 

 

 

【学童中・長期計画】 

事業計画・目標 実施状況・効果 

個人情報保護・情報公開・情報管理 

個人情報について十分な理解と認識を持って対

応するため、職員には個人情報保護に関する研修

（入社時・定期）及びテストを実施しております。

業務上、知り得た利用者情報の管理、保存、廃棄

には細心の注意を図り、適切な処理を実施してお

ります。 

安全管理・危機管理 

各学童において、火災・地震・不審者と年３回

の避難訓練を実施し、学童の安全と職員の危機管

理の向上に努めました。 

旧式ロッカーの入れ替え 

老幼の館にホールに設置のスチール製ロッカー

を複数年かけて、木製の大きめのロッカーへと入

替えることを計画し、今年度は半分のロッカーを

入れ替えた。 

 

 

［意見記述欄］業務実施状況確認 

指定管理者 

 児童センターでは、乳幼児親子を対象とした事業において登録制から自由参加に切り

替えたところ、利用者数が減少してしまった。また、老幼の館学童保育所を利用してい

た学童が児童センターのイベントにも多く参加していたが、間野台学童保育所が新設さ

れたため、利用者が減ってしまった。 

 学童では、日頃からの保護者・指導員の声やアンケートの結果をすぐに運営に反映で

きるよう努め、都度見直しを行いました。新設の２学童においては、遊具の充実等を図

っており、また翌年度以降も更に魅力的な学童保育所づくりを実施していく。 

市 

 児童センターで第三月曜日の開館実施を継続して行うなど、利用者の利便性に配慮し

た事業展開を行っています。また市が設置していた旧式の金属製ロッカーの置き換えを

事業者負担で行うなど、利用者への利益還元も実施しており、サービス向上に繋がって

いると考えます。 

 今後も地域の方々に利用をされる場の整備に心がけていただく様お願いいたします。 

 また、新規学童の開設により職員数の増と共に、経験のやや少ない職員数も増えてお

り、資質向上を図るための研修等の開催、参加を積極的に次年度以降もしていただきま

すようお願いいたします。 
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⑤利用者満足度調査報告 

 

実施方法等 
利用者アンケートを平成２９年１１月２７日～１２月２８日において児童センタ

ー・学童保育所毎に実施しました。 

回答数等 

児童センター 

【配布枚数】 １１６枚 

【回収枚数】 １１６枚  

学童 

【配布枚数】 ２１０枚 

【回収枚数】 １４５枚 

実施結果 

児童センター 

老幼の館は楽しいですか 

楽しい ふつう 楽しくない 

13 11 1 

職員の対応はいかがですか。 

良い 普通 悪い 

72 18 0 

館内の清掃は行き届いていますか。 

綺麗 普通 汚い場所がある 汚い 

63 27 0 0 

開館時間の変更の希望はありますか。 

はい いいえ 

2 103 

 

学童 

お子様は学童に嫌がらず行かれていますか。 

はい いいえ 

105 10 

学童の指導員の対応に満足していますか。 

はい いいえ どちらでもない 

117 5 24 

学童で改善して欲しい点はありますか。 

はい いいえ 

30 112 

長期休業期間のお弁当の注文を利用しましたか。 

はい いいえ 

63 82 
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回答者の意見等 
対応策等 

老幼の館のトイレをきれいにしてほしい。 
トイレだけでなく施設の老朽化については、担

当課と相談の上、随時対応していきます。 

駐車場の整備をしてほしい。 
アンケートの結果を確認してから、早急に修繕

を実施しました。 

開所時間を延長してほしい。 

延長の希望については、前年よりも多くなって

きているものの、全体としては数名程度のため、

今後の検討事案として担当課と相談の上、対応し

ていきます。 

 

［意見記述欄］利用者満足度調査報告 

指定管理者 

児童センターでは施設に関する要望が多く、トイレ等の設備については、担当課と相

談の上対応していきます。職員において対応可能なものにつきましては、アンケートの

結果も基に早急に対応を実施しています。 

学童では、開所時間延長の要望が多く、その中では土曜日の開館時間を 19 時までにし

てほしいというものが多く出ておりました。今後のアンケート等において意見が多くな

るようであれば、対応すべきものと考えています。 

市 

昨年度に続き、児童センター・学童ともに職員の対応について良い評価を受けていま

す。施設については、建物自体の老朽化も進んでいるため、大幅な改善は難しい面もあ

りますが、必要と考えられる箇所について整備を進めていくこととなります。 

アンケートの回答数については、他団体と比較し少ない方ではありませんが、出来る

だけ回収率を増やすなど工夫をして、引き続き利用者ニーズの把握につとめ、施設運営

の参考としてください。 
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⑥総合評価 

 

［意見記述欄］総合評価 

指定管理者 

 児童センターにおいては、これまで年々増加していた利用者数を大きく減らしてしま

うこととなり、翌年度に向けてイベントの見直しや施設の改善を実施し、より魅力的な

児童センターづくりを目指します。 

 学童保育所では、間野台・染井野学童保育所が新規開設となり、規模が拡大したこと

による職員の確保・施設間の連携等の課題もありましたが、大きなトラブル・事故なく、

1年目をスタートできました。 

市 

 平成２９年度は、児童センターについては利用数減となっております。利用数減少の

要因は大きなイベントの悪天候だけではないと考えられるため、より一層の利用者のニ

ーズ把握に努め、魅力的なイベントの検討と開催、利用数を増やすための取り組みに引

き続き尽力していただきます様お願いいたします。 

また、学童では間野台・染井野学童の新設により、開始までの運営人員の確保や、開

始後は従事経験の少ない支援員の質の向上など、事業者として対応に苦慮するところも

多かったかと考えます。その中で、年度を通して安定した運営を行ったことにつきまし

て感謝申し上げます。次年度に向けて、更に質の高い保育が行えるよう、市・県で実施

する研修等も積極的に活用してください。  
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年度モニタリング〔第三者（利用団体等）評価〕  

（平成２９年度） 

 

施設名称 臼井老幼の館・臼井エリア６学童保育所 

評価者・団体 佐倉市立臼井老幼の館運営委員会 

 

［別記２－①］ 業務点検シート 

 

評 価 説 明 

Ｓ（優良） 適格に実施され、特に優れた成果が認められる。 

Ａ（適格） 適格に実施されている。 

Ｂ（概ね適格） 適格に実施されているが、改善の余地がある。 

Ｃ（要改善） 適格に実施されておらず、ただちに改善する必要がある。 

－（該当なし） 該当する事例がない。または、評価することができない。 

 

区 分 評価項目 評価欄 

Ⅰ 業務に関する基準 

１ 基本事項 

【児童センター・学童保育所共通】 

開所時間 開所時間が厳守され、速やかに業務が開始されているか。 Ａ 

利用制限 正当な理由なく利用者の利用を制限していないか。 Ａ 

２ 維持管理業務に関する基準 

【児童センター・学童保育所共通】 

清 掃 屋内・屋外ともに美観が維持されているか。 Ａ 

環境衛生 快適に利用できる環境になっているか。 Ａ 

備品管理 利用に支障をきたす状態のまま放置されていないか。 Ａ 

安全管理 施設内・施設外に危険箇所はないか。 Ａ 

３ 施設運営業務に関する基準 

【児童センター・学童保育所共通】 

広報活動 
各種広報活動により利用者への周知が図られているか。 Ａ 

Web サイトは利用しやすく、適宜更新されているか。 Ａ 

意見等 

受付 

意見・要望・苦情等の受付手段及び機会は適切か。 Ａ 

受け付けた意見・要望・苦情等を記録し、改善に努めているか。 Ａ 

企画事業 企画事業の内容、実施回数、参加費の額は適切か。 Ａ 

【児童センター】 

日常事業 

遊ぶ際に守るべき事項が、利用者に理解できるように周知されているか Ａ 

乳幼児と保護者が日常的に利用しやすく、保護者同士が交流する機会が設

けられているか。 
Ａ 

異なる学校や年齢の児童が交流できる場となっているか。 Ａ 

中高生が利用しやすい場となっているか。 Ａ 
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交流事業 地域の高齢者等と児童の交流を図る機会が設けられているか。 Ａ 

【学童保育所】 

利用手続 使用許可や利用料金徴収の手続きは適正に行われているか。 Ａ 

統括施設 
統括施設（児童センター）から各学童保育所へのフォロー体制は整備され

ているか。 
Ａ 

日常事業 

学童での１日の過ごし方は望ましい内容か。 Ａ 

保護者への対応、コミュニケーションはとれているか。 Ａ 

学校との連絡体制は適切にとられているか。 Ａ 

 

区 分 評価項目 評価欄 

Ⅱ 運営体制・組織に関する基準 

１ 実施体制に関する基準 

【児童センター・学童保育所共通】 

人員配置 業務主任担当者及びスタッフの人員配置は適切か。 Ａ 

接 遇 

職員（スタッフ）は名札及び清潔な服装を着用しているか。 Ａ 

職員（スタッフ）のあいさつが徹底され、親切・丁寧な対応がなされてい

るか。 
Ａ 

２ 運営協力体制に関する基準 

【児童センター・学童保育所共通】 

協力体制 関係機関、団体、住民等と十分な連携が図られているか。 Ｓ 

３ 安全管理・危機管理に関する基準 

【児童センター・学童保育所共通】 

危機管理 
利用者を含めた避難訓練を実施しているか Ａ 

災害時の学校や保護者との連絡体制は整備されているか。 Ａ 

４ 個人情報保護･情報公開･情報管理に関する基準 

【児童センター・学童保育所共通】 

情報管理 個人情報の管理は適正に行われているか。 Ａ 
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［別記２－⑥］ 総合評価 

 

［意見記述欄］総合評価 

・運営につきましては、独自に工夫を重ねながらルール、規定にもとづいて、管理されている。 

・「見える化」をテーマに視察し、（整理・整頓）物の置き場の表示が必要（掃除用具・消火栓等）、（危

険・安全性）掲示物に画鋲を使用している。遊び場・おやつの場所はできる限り避ける（異物混入）、 

 目で見てわかる様にする。 

・全体として適切な運営、管理がなされていると思われます。 

・一部の保育所で、意見等の受付をメモ書きで処理していたが、大事な要望は、正式な用紙に記載し

て、ファイルし、管理する事が必要かと思われる。 

・危機管理のフローチャートの保管場所が一部の保育所で、業務主任のみが把握しており、全員がわ

かる所に保管してもらいたい。 

・企画事業で月 1回のイベントをいろいろ工夫して行っている保育所があり、今後も続けてほしい。 

・受け付けた意見・要望・苦情等について、共通の方法で必ず記録として残すことが必要。 

・危機管理の避難訓練について、それぞれ実施しているが、緊急時の連絡方法としてＰＨＳの有無が

学童保育所によって異なり、使用方法についても全職員が把握できていない。緊急時の連絡体制の

整備が必要。 

 



NO 点検項目 結果○× ＮＯ 点検項目 結果○×

◇点検実施年度：平成２９年度

◇施設名：臼井老幼の館

10

○

休憩は、就業規則で定めた時間に、確実に取得さ
せている〈労基34条〉

働きやすい職場にするため、労働者からの仕事に
関することや悩みごとなどを相談できる体制を整
備している

/

労働者の安全と健康の確保のため、安全衛生教育
を実施している〈労安59条〉

22

労働基準法・労働安全衛生法の要旨や就業規則、
労使協定等を職場に備え付けるなどの方法により
労働者に周知している〈労基106条、労安101条）

27

○

9の労使協定は、「時間外労働の限度に関する基
準」（厚生労働省告示）の範囲内で締結している
【裏面3参照】

雇い入れの際、及び1年以内ごとに1回（深夜業従
事者には6ヵ月ごとに1回）、定期的に労働者に対
し健康診断を実施している（労安66条）

24 ○

26 ○

労働災害防止のため腰痛予防対策や交通労働災害
防止対策等に取り組んでいる

23 ○

21

16 ○

【労働条件チェックリスト】

健康診断の結果を労働者に通知し、有所見者に対
しては医師の意見を聞くなどの事後措置を実施し
ている〈労安66条の5、66条の6〉

25 ○

18 ○

19

○

パートタイム労働者を含むすべての労働者に法定
の年次有給休暇を与えている〈労基39条〉

17 ○

常時50人以上の労働者を使用しているので、産業
医・衛生管理者を選任し、労働基準監督署に届け
出た上で、必要な職務を行わせている〈労安12
条、13条〉

常時50人以上の労働者を使用しているので、衛生
委員会を毎月開催している〈労安18条〉

労働者名簿・賃金台帳を作成し、保存している
〈労基107条、108条、109条〉

20 ○
常時10人以上50人未満の労働者を使用しているの
で、衛生推進者を選任し、必要な職務を行わせて
いる〈労安12条の2〉

○

14 ○

法定労働時間を超える時間外労働、休日労働及び
深夜労働をさせたときは、それぞれ25％（※）、
35％、及び25％以上の割増賃金を支払っている
〈労基37条〉                    ※月60時間を
超えた時間外労働については50％以上です（中小
企業には猶予措置あり）

15 ○

労働者を会社の都合により休業（自宅待機等）さ
せた場合、平均賃金の60％以上の休業手当を支
払っている〈労基26条〉

すべての労働時間について最低賃金額以上の時間
給を支払っている〈最賃4条〉

○

8 ○

11 ○
休日は、毎週1回または4週を通じて4回以上与えて
いる〈労基35条〉※「夜勤明け」の日は休日には
該当しません

12 ○

時間外労働・休日労働は、あらかじめ労働者代表
と締結し、労働基準監督署に届け出た労使協定の
範囲内で行わせている〈労基32条、35条、36条〉

9

この労働条件チェックリストは、使用者が事業場における労働基準関係法令等の遵守状況を自ら点検し、自主的な改善を図るためのもので
す。点検の結果、×印の項目は改善が必要です。また、点検項目に該当しない場合は、点検結果欄に、斜線（／）を引いてください。（注：
労基＝労働基準法、労安＝労働安全衛生法、最賃＝最低賃金法）

常時使用する労働者が10人以上なので、就業規則
を作成し、労働者代表の意見書を添付して、労働
基準監督署に届け出ている〈労基89条〉
【裏面1参照】
※常時使用する労働者が10人未満であっても作成
することが望ましい

1 ○

パートタイム労働者等正社員以外の労働者を使用
しているので、これに適用する就業規則を作成
し、労働者代表の意見書を添付して、労働基準監
督署に届け出ている〈労基89条〉

○2

賃金は通貨で、直接労働者に（同意に基づき金融
機関への振込も可）毎月1回以上、定期に全額（税
金・社会保険料や賃金控除の労使協定に定めるも
のは控除可）を支払っている〈労基24条〉

13 ○

就業規則を変更した場合は、1と同様に労働基準監
督署に届け出ている〈労基89条〉

3 ○
労働者を雇い入れる際、賃金・労働時間等の労働
条件について、労働条件通知書、労働契約書、就
業規則などの書面で明示している〈労基15条〉
【裏面2参照】
※シフト制等により、実際の労働日や労働時間が
労働契約締結の際に確定しない労働者にも、労働
日の決め方等を明示している【裏面2参照】

4 ○

有期労働契約の労働者には、労働契約の期間、更
新の有無、更新がある場合の判断基準などを明示
している　　　　　　【裏面2参照】

5 ○

所定労働時間は、週40時間、1日8時間以内として
いる〈労基32条〉
※1ヵ月以内の期間の労働時間を平均し、週40時間
以内とする場合は、その月の開始前に労働者各人
に勤務表（シフト表）を示すなどして通知してい
る

○

6 ○

次のような時間がある場合、労働時間として算定
している〈労基32条〉
ａ　交替制勤務における引継ぎ時間
ｂ　業務報告書等の作成時間
ｃ　仕事の打合せ、会議等の時間
ｄ　参加が義務付けられている行事や研修等
ｅ　出張先から次の出張先までの移動に必要な時
間

労働時間は、タイムカードや適正な自己申告など
に基づき、適正に把握している〈労基32条〉
[把握方法：手書きの勤務表による]
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